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1. はじめに 

2020 年，COVID-19 が急速に拡大した影響から，世界

中の高等教育機関で対面授業が制限されることになった。

それに伴って実施されることになったオンライン授業の

事例や学生に対する影響は，様々な研究分野から報告が

行われている。例えば，スポーツ教育(1)(2)(3)，看護教育(4)(5)(6)(7)，

プログラミング教育(8)(9)などが挙げられる。 

しかし，本研究で扱う同期型のインタラクティブグル

ープワークを含む授業実践とその評価を大規模データに

基づいて検証しようとする研究はあまりみられない。こ

こで述べる同期型インタラクティブグループワークは，

教員が課題などを提示し，学生がリアルタイムでオンラ

イン上で行うグループワークを通じて課題に取り組む授

業形態を指す。 

本研究では，COVID-19の拡大によって対面授業が制限

されることになった前（対面教室型）と後（非対面オンラ

イン型）において，学生間および教師と学生間のインタラ

クティブなやり取りを特徴とするアクティブラーニング

型のグループワークに対する学生の評価がどう変化する

のかを調べた。 

 

2. 研究の背景 

2020年以後のCOVID-19の急速な拡大によるパンデミ

ック以後，様々な形態のオンライン授業が行われ，それら

に関する教育効果，学生の満足度などについての調査結

果が報告されている。先行研究によると，オンライン授業

におけるコミュニケーションの強化，利便性，柔軟性に対

する学生の好意的な認識が報告されている(10)(11)(12)。一方，

オンライン授業に中立的あるいはマイナスの影響がある

という研究結果も発表されている。例えば，教員の仕事量

の増加(13)，学生のモチベーションの低下(10)，技術的な問題
(14)(15)，限られた相互作用(12)(16)(17)などがある。Jeong et al.は，

学生の満足度と対面およびオンライン授業における実践

的なトレーニングおよび理論的な講義の効果との相関関

係を調査した(18)。その結果，学生は通学に要する時間を節

約することができ，大学が提供するオンライン掲示板等

を通じて授業の内容を簡単に確認できるため，事前に録

画または録音された講義をオンラインで受講することを

好意的に捉えていることを報告している(18)。ただし，ICT

（Information and Communication Technology）関連の設備，

アクセス，集中力の低下に関連する技術的な問題などが

問題点として挙げられている。Jang et al.は，放射線科の学

生のオンライン授業に対する満足度を評価する調査を分

析し，学習者の満足度が高いことを報告している(18)。彼ら

は，満足度とコンテンツ品質の相関関係を強調している。

Kimは，Minecraft を使った小学校の社会科のオンライン

授業の教育効果を分析した(19)。実験群の学生は，Minecraft

仮想空間でより多くの質問をし，より多くの説明や意見

を述べ，学業成績，学習態度，場所の感覚は，対照群と比

較して大幅に改善された。宮国らは，オンラインによる科

学教育プログラムは，従来の対面型プログラムと比較し

て長所と短所の両方を持ち，ポスト COVID-19 時代が新

しい授業スタイルにつながる可能性があることを示唆し

た(20)。Kim et al.は，コンピュータサイエンスコースのビデ

オ，対面，ハイブリッド授業での学生の参加レベルを分析

し，オンライン環境でのクラス参加と学習者の相互作用

のレベルが学習の強化に効果的であることを発見した(21)。

北星学園大学のオンライン授業に関する研究では，教員

の負担増が教育成果とバランスが取れていないという研

究結果を発表している(13)。Warikar et al.は，オンライン学

習は学生の学習意欲に影響を与えないことを報告してい

る(22)。Dinh and Nguyenは，ベトナムのソーシャルワーク

コースでオンラインと対面の授業に対する学生の満足度

を評価し，対面クラスに対してオンラインコースの満足

度が大幅に高いことを報告している(14)。 

受講者間および受講者と教師との交流は，オンライン

授業に対する学生の満足度の研究で引用されている重要

な側面である(12)(23)(24)。パンデミック前の研究では，学生と

教師との間の対人コミュニケーションが学生の関与と満

足度にプラスの影響を与えることが示されている(23)(25)(26)。

Wu et al.は，学生と教師とのインタラクションがオンライ

ン学習環境とパフォーマンスの期待に大きなプラスの効

果をもたらし，それが学生の満足度に貢献していること

を明らかにしている(27)。 

しかし，Kuo et al.は，学習者と教師の相互作用が学生の

満足度の重要な正の予測因子であるが，学習者と学習者

の相互作用は重要ではないことを発見した(25)。学生は，教

師との直接のやり取りがない場合に，教師のサポートが

あまりないことを認識していることを報告している(28)。

また，オンライン環境における受講者間の交流の難しさ

を指摘している研究もある(29)(30)(31)(32)。Carverは，学生間の

交流と心理社会的学習のための対面の相互作用の重要性

を強調している(33)。心理社会的学習環境は，満足度，健康，

および学習場所でのパフォーマンスの能力に影響を与え



る心理的および社会的要因を包含している。 

また，最近の研究では，過去数年間で状況はほとんど変

わっていないことが示されている。例えば，Almahasees et 

al.による COVID-19 パンデミック時のヨルダンのオン

ライン学習に関する研究では，学生は学生と教師の相互

作用の欠如を実質的な課題として報告している(16)。同様

に，Dinh and Nguyen(14)とGiray(17)は，オンライン授業より

も，従来の対面授業での学生と教師，および学生間の相互

作用に対する満足度が大幅に高いことを報告している。

Linは，対面とオンラインの両方で実施されたビジネス統

計コースに対する学生の満足度を比較した(34)。その結果，

学生が対面でより高いパフォーマンスと満足度を示した

ことを報告している。 

 

3. 研究の方法 

3.1 リサーチクエスチョン 

本研究におけるリサーチクエスチョンは，対面授業か

らオンライン授業への移行を促した COVID-19 の流行前

後における学生間および教師と学生間の相互作用を特徴

とするアクティブラーニングによるグループワーク授業

に対する学生の満足度に差があるかどうかを明らかにす

ることである。 

 

3.2 授業アンケート 

本研究では，2019 年度の対面授業後に実施した授業ア

ンケート調査で得られたデータを，2020年度および2021

年度のオンライン授業後に実施した授業アンケート調査

で得られたデータを比較した（表1）。 

 

表1 授業アンケートの質問項目 

Q1 学生時代にすべきこと（学生生活） 

Q2 大学の歴史や特色を知っている（帰属意識） 

Q3 意見を筋道立てて話す（意見表明） 

Q4 敬意・関心を持ち他者の話を聴く（傾聴） 

Q5 無断欠席や遅刻をしない（規律） 

Q6 少人数クラスは役に立った（少人数教育） 

Q7 他学部他学科との交流（異なる考えを持つ他者との交流） 

Q8 グループでの学習活動は役に立った（GW） 

Q9 提出課題や教員からのコメントによって学びが深まった

（学びの深化） 

 

なお，本研究で行ったオンライン授業は，ウェブ会議シ

ステム（Zoom）を利用して映像や音声データをインタラ

クティブに送受信し，教員と学生が同時にコミュニケー

ションをとりながら講義を進めるタイプの授業をいう。

学生は，このオンライン授業に参加することによって，ウ

ェブカメラとマイクを使った実際の教室での対面授業に

近く，授業に参加する学生のリアルタイム映像がパソコ

ンやタブレット，スマートフォンなどの画面に表示され，

教員は教室や研究室などから授業に参加することができ

る。 

 

3.3 統計分析 

本研究では，まず2019年度に実施した対面授業と2020

年度に実施した非対面授業の授業終了時（例年 7 月）に

行っている授業アンケート（4件法，1：とてもそう思う，

2：そう思う，3：あまりそう思わない，4：まったくそう

思わない）をLMS（Learning management system）で実施

し比較した（表 2）。最初に平均値の差が統計的に有意か

を確かめるために，それぞれの質問項目ごとに有意水準

1%で両側検定のスチューデントの t 検定を行った。ただ

し，等分散性のためのLeveneの検定により母集団間に等

分散が確認できなかった質問項目（Q1,2,3,5,7）について

は Welch の方法によった。その結果，全ての質問項目で

2019 年度と 2020 年度の平均値の差に有意差がみられた

（表2）。 

 

表2 対面授業（2019年度）と非対面授業（2020年

度）の比較 
 非対面（2020） 対面（2019）  

Q N �̅� N �̅� t Df ｐ 

1# 1,996 1.80 1,960 2.00 10.03 3,848 .00** 

2# 2,001 2.67 1,957 3.00 15.05 3,889 .00** 

3# 2,001 2.44 1,960 2.54 4.57 3,910 .00** 

4 2,001 1.59 1,961 1.74 8.08 3,960 .00** 

5# 1,995 1.51 1,932 1.57 3.17 3,898 .00** 

6 1,505 1.70 1,691 1.58 5.00 3,184 .00** 

7# 1,505 1.67 1,691 1.47 8.08 3,194 .00** 

8 1,505 1.80 1,693 1.51 11.93 3,196 .00** 

9 1,504 1.72 1,684 1.87 6.03 3,194 .00** 

** p < .01 

注）# 2019年度と2020年度の母集団間に等分散が確認できない項目 

 

次に，2020年度に実施した非対面授業と2021年度に実

施した非対面授業を，授業アンケート（4 件法，1：とて

もそう思う，2：そう思う，3：あまりそう思わない，4：

まったくそう思わない）をLMSで実施し比較した（表3）。

各質問項目ごとに有意水準 5%で両側検定のスチューデ

ントの t検定を行ったところ，いずれの質問項目でも有意

差はみられなかった（表3）。 

 

表3 非対面授業（2020年度）と非対面授業（2021年

度）の比較 

 非対面（2021） 非対面（2020）  

Q N �̅� N �̅� T Df ｐ 

1 1,307 1.66 1,996 1.80 .79 1,238 .43 

2 1,307 2.14 2,001 2.67 .73 933 .47 

3 1,307 2.07 2,001 2.44 .74 861 .46 

4 1,307 1.50 2,001 1.59 .18 1,126 .86 

5 1,307 1.69 1,995 1.51 .80 1,193 .43 

6 1,307 1.42 1,505 1.70 .12 1,165 .91 

7 1,307 1.34 1,505 1.67 .04 1,143 .97 

8 1,307 1.41 1,505 1.80 .46 1,123 .65 

9 1,307 1.73 1,504 1.72 1.49 1,189 .14 

* p < .05 

 

2020 年度および 2021 年度に実施したアンケート調査

により得られたデータの分析結果と，2019 年度および

2020年度，2021年度の各質問項目の平均値から，「Q6 少

人数クラスは役に立った（少人数教育）」「Q7 他学部他学

科との交流（異なる考えを持つ他者との交流）」「Q8 グル

ープでの学習活動は役に立った（GW）」においては対面

授業の評価が高く，「Q1 学生時代にすべきこと（学生生

活）」「Q2 大学の歴史や特色を知っている（帰属意識）」

「Q3 意見を筋道立てて話す（意見表明）」「Q4 敬意・関



心を持ち他者の話を聴く（傾聴）」「Q5 無断欠席や遅刻を

しない（規律）」「Q9 提出課題や教員からのコメントによ

って学びが深まった（学びの深化）」においては非対面授

業の評価が高いことがわかった（図1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 授業評価を指標とした授業目標グループ別の授業

形態（対面・非対面）との対応 

 

4. まとめ 

本研究では，非対面同時双方向型のグループワーク型

の授業をオンライン上で実施した。受講生に対して行っ

たアンケート調査の結果，対面教室授業よりもオンライ

ン非対面で実施する授業の方が高い評価となった。 

学生による授業アンケートから推察する限りでは，

2020 年度の新年度が始まる 4 月の授業開始当初から

Zoom を利用した非対面授業環境下における疑似対面授

業のデザインを整え，少人数で他者との交流が可能とな

るブレイクアウトセッション機能などを活用できていた

ならば，非対面授業においても教員と学生，学生と学生と

の双方向のフレキシブルな意見交換や交流が可能となる

グループワークが展開できた可能性が高いのではないか

と考える。 
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